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訳は，男性 33 名，女性 107 名で，平均年齢は 
38.9 歳（SD=18.6；16 歳～ 83 歳）であった。
（２）調査時期

















al.（11））の邦訳版を 16 項目使用した（表 1）。回答
は，「あてはまる（5 点）」，「ややあてはまる（4 点）」，
「どちらともいえない（3 点）」，「ややあてはまら
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３）犬の飼育動機





















































































































































































































（ 2 ） 菊水健史・永澤美保 (2012). 犬のココロをよ
む−伴侶動物学からわかること 岩波科学ラ
イブラリー 199 岩波書店 pp.109-116．
（ 3 ） Davis, S. J. M., & Valla, F. R.Da (1978). Evidence
 for domestication of the dog 12,000 years ago in 
the Natufian of Israel. Nature, 276，608-610. 
（ 4 ） Yuval, N.H.（2011）. SAPIENS : A brief History 
of Humankind. Vintage.（柴田裕之（訳）（2016）. 
102




（ 5 ） Nagasawa, M., Mitsui, S., En, S., Ohtani, N., 
Ohta, M., Sakuma. Y., Onaka, T., Mogi, K., and 
Kikusui, T. (2015). Oxytocin-gaze positive loop 
and the coevolution of human-dog bonds. 
Science, 348, 333-336. 
（ 6 ） 朝日新聞（2017）. 文化の扉 犬と人間 2 月
12 日東京・朝刊 . 
（ 7 ） Dann, Y.H. (2008) .  When Species Meet. 
University of Minesota Press. （高橋さきの（訳）
(2013). 犬と人が出会うとき 異種協働のポリ
ティックス 青土社 .）
（ 8 ） Baun, M. M., Bergsorm, N., Langston. N. F., and 
Thoma, L. (1984). Physiological Effects of 
Human/Companion Animal Bonding. Nursing 
Research, 33, 126-129. 
（ 9 ） 中島由佳 (2015). ひとと動物の絆の心理学 ナ
カニシヤ出版 pp.49-54. 
（10） 杉山陽出 (2003). 犬の飼育と犬に対する愛着
度が飼い主の身体的健康と精神的健康に及
ぼす効果− JGSS-2001 のデータから− JGSS






（12） Barrie,  G. (1999) .  Pets  and People:  The 




（13） 諸井 克英 (1984). 孤独感とペットに対する態
度  実験社会心理学研究 , 24（1）, 93-103. 
（14） Templer, D.F., Salter, D., Dickey, S. Baldwin, L. 
and Velebar, D. (1981). The construction of a pet 
attitude scale. Psychological Record, 31, 343-
348. 
（15） 濱野佐代子 (2003).  人とコンパニオンアニマ
ル（犬）の愛着尺度―愛着尺度作成と尺度
得点による愛着差異の検討 白百合女子大学
発達臨床センター紀要 , 6, 26-35. 
（16） 濱野佐代子 (2013). 「家族としてのコンパニ
オンアニマル」 石田輯・濱野佐代子・花園誠・
瀬戸口明久 日本の動物観−人と動物の関係
史 東京大学出版会 pp.36-54. 
（17） Endenburg,, N. (1995). The attachment of people 
to companion animals. Anthrozoos, 8 (2), 83-89. 
（18） 山田 昌弘 (2004). 家族ペット サンマーク出
版 pp.154 -156. 
（19） 新美景子 (2009). ペットの幸福度  大月書店 .
（20） コンパニオン・アニマル研究会（訳）(1994). 
コンパニオン・アニマル―人と動物のきず
なを求めて 誠信書房 pp.27-38. 
謝辞
　本論文の執筆にあたり，大妻女子大学人間関係
学部の香月菜々子先生にご助言を賜りました。記
して感謝申し上げます。
